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Ⅰ．はじめに
小学校での学習活動において，校外学習は重要
な役割を担っている．具体的な活動や体験を伴う
校外学習は，具体的事実認識から抽象的思考へと
進む小学生の学び方にふさわしい．例えば，低学
年で学習する生活科は，適切な環境の下で「遊
び」を中心として総合的に学ぶ幼稚園教育との接
続を考慮に入れた活動や体験を通した学習が組ま
れている．また，生活科に続いて学習する社会科
も直接観察が可能な「身近な地域」や「市」から
学習をスタートさせ，「県」から「国」へと学び
のフィールドが同心円的に拡大する教科構造に
なっていて，それぞれの学習課題に適した校外学
習を適宜組み入れている．こうした校外学習の企
画立案から事前学習，現地での学習指導，事後学
習にいたるまでのほとんどを各校の教員が個人と
してあるいはチームとして担っているわけであ
り，かなりの教育的力量が求められるのは想像に
難くない．
本稿は，小学校で行われている校外学習の実際
及び学習を支えている小学校教員の意識を調査
し，校外学習に取り組む教員が校外学習をどのよ
うに見ているのかを明らかにすることを目的とし
ている．
校外学習（野外調査）に関する教員の意識を調
査した先行研究としては，井田・藤崎・吉田
（1992），宮本（2009）がある．両者の研究の意図
は，校外学習の重要性が認識されているにも関わ
らず学校現場で十分に指導されていない要因を明
らかにし，打開策を考えることにある．井田ら
は，小学校社会科において身近な地域の野外調査
の学習効果が十分でない要因の一つとして，初等
教員養成学部のカリキュラムにあるのではと考え
現職教員へのアンケートの分析から「大学時代に
地理学関係の授業で野外調査の経験を持つ教員
は，その経験をもたない教員と比較し，小学校で
の野外調査を取り入れることが多いことが明らか
になった」と結論付けている．一方，宮本は中学
校教員を対象として実施したアンケート調査の分
析から，①野外調査の実施を困難にしている最大
の要因は，準備や実施に要する時間の不足であ
る．②教員の地域調査の経験不足が野外調査の実
施を低くしている要因の一つと認めつつ，一方で
井田他の先行研究にある教員の地域調査の経験と
野外調査の実施についての相関関係は特に見い出
せず，大学で地域調査の経験を積んだ教員が，積
極的に野外調査をしているとは言い難いとしてい
る．
村野（2017）は，野外調査を含めた校外学習の
効果をより高めるには教師による準備・教材研究
の質がポイントであり，教師自身が校外にある学
習素材から教材開発を行う事の必要性を大学での
「校外学習活動論」の授業を事例に考察した．
本稿は，上記の論考（村野2017）で把握しき
れていなかった小学校で実施されている校外学習
の実態を把握するとともに，その校外学習を支え
ている教員の意識を先行研究とも関連付けながら
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要約：　小学校では様々な教科・領域の学習において，校外学習が行われている．本稿は，この
小学校での校外学習の実際を報告するとともに，それらを支える教員の意識をアンケート調査に
よって明らかにしようと試みた．小学校での校外学習は，低学年では生活科・特別活動を中心に，
中・高学年では社会科を中心として総合的な学習の時間，特別活動などの学習で行われている．
それらを支える教員は，校外学習の意義を肯定的に捉えているが，指導に要する時間が少ないな
どの課題を指摘している．教員の大学時代の学びの履歴とは別に，多くの教員が地域の実態を把
握する研修に参加している．新学習指導要領（平成29年告示）の示す方向性を校外学習指導にど
う生かすかについても貴重な意見が得られた．
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探っていく．
研究の方法として，足立区立小学校全69校に
調査票を配布（2018年１月）し，アンケートの
分析を行った．各校１名の教員を推薦していただ
き，アンケートに答えていただき49校から回答
が得られた（回収率71％）．なお，１校で複数の
教員の回答が寄せられ，回答者数は53名であっ
た．回答者の年齢構成，教員歴などの属性は表１
の通りである．なお，回答者の男女比は，男性
27名，女性24名，未記入２名であった．
Ⅱ．小学校における校外学習の実態
１．校外学習の枠組み
表２は，「先生の学校で，平成29年度に実施し
た校外での学習の主な事例をわかる範囲で教えて
下さい」との設問に対する回答からキーワードを
抽出して整理したものである．したがって，回答
者の勤務校の全ての校外学習を網羅したものでは
ない．その際，「本年度，先生ご自身が関わった
校外学習の内容を教えて下さい」に対する回答内
容も参考にして整理した．これを見ると，小学校
の校外学習は各学年で実施されており，その内容
も多種多様であるが，以下ように類型化できる．
すなわち，①生活科や社会科を中心とした教科内
容との関連を踏まえた取り組み，②遠足や移動教
室などに代表される特別活動の範疇に入る取り組
み，③その他の３つのカテゴリーに分類される．
また，方法的には見学や観察を中心に，体験活動
や調査活動も含まれている．
２．教科の取り組み
１）生活科
アンケートには「生活科」・「生活」・「生活科見
学」・「まちたんけん」・「地域めぐり」などの名称
での回答が見られた．内容は，１年生では，「季
節探し（春さがし・秋見つけ）」「遊具であそぶ」
などのテーマでの実践が多く見られた．場所とし
ては近隣の公園や土手などが中心で，葛西臨海公
園・上野動物園など足立区外へ出かける例もみら
れる．２年生になると，学習内容が多様化し，近
隣の公園から，図書館・郷土館・農園・お店見
学・高齢者施設訪問など学習の場に広がりが見ら
れる．
☆HN小学校１年担任（男性教員）
「近隣にある公園に秋探しに行った．落ち葉や
木の実を集め，学校へ持ち帰り，図工の学習で平
面作品を仕上げた」
☆OY小学校２年担任（女性教員）
「図書館たんけん」のテーマで，「近くの図書館
に行き，図書館の利用の仕方について教えていた
だいたり，読みきかせをしていただいたりした．
見学してわかったことをカードにまとめ，発表し
た」
２）社会科
学習指導要領にそって学習が進み，ほとんどの
学校が学習内容と関連した「社会科見学」を計
画・実施している．
a．３年生
「社会科見学」・「まち探検」の呼称で，全ての
学校が実施している．対象地域は足立区内が大半
を占めている．学習指導要領の中学年の学習内容
のうち，①「身近な地域や市（区市町村）」の土
地利用，主な公共施設などの場所と働き，②地域
の人々の生産や販売について，③地域の人々の生
活（古くから残る暮らしにかかわる道具…）に相
当する．
☆S小学校３年担任（女性教員）
学校近くにある農園に行き，ビニルハウス栽培
を見学，きゅうりとトマトを収穫させてもらっ
た．そして農家の方に話を伺った（どんな野菜を
そだてているか，一日の生活，仕事の内容，工
夫，苦労，喜び，将来の夢など）
☆NH小学校　３年担任（女性教員）
・区内巡り（足立市場・トラックターミナル・西
新井大師・段ボール工場見学）
・スーパーマーケット見学（店で働く人々の工夫
を学ぶ）
・農園見学（区内の宇佐美農園）へ行き，農家の
人々の仕事や一日の様子，小松菜栽培について
学び，収穫を体験する．
・郷土博物館見学（昔の地域の様子や人々のくら
し，道具を学ぶ）
・学区内めぐり（４月に学校の周りの様子）
表１　回答者の属性（回答者数53名）
年齢構成 人数 教員歴 人数
20歳代 4  1～10年 11（20.1％）
30歳代 16 11～20年 13（24.5％）
40歳代 18 21～30年 13（24.5％）
50歳代 14 31年～  8（15.1％）
回答無し 1 回答無し 8（15.1％）
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表２　校外学習の内容
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☆H小学校　３年担任（女性教員）
昔から残るものが学区域およびその付近にはほ
とんどないので，千住の宿場町通りを見学した．
横山家，吉田屋（絵馬屋），名倉医院，長円寺
（めやみ地蔵），本陣跡，ほんちょう公園．
事前学習を行ってから（社会科見学として）上
記の場所を見学した．現地では各担任がポイント
を説明し，児童の理解を深めた．帰校後は事後学
習を行い，社会科見学の新聞にまとめた．
b．４年生
４年生は，学習指導要領の中学年の内容③人々
の生活にとって必要な飲料水，電気，ガスの確保
や廃棄物の処理について…，内容④地域社会の災
害や事故の防止について…の学習内容に相当する
社会科見学が実施されている．平成20年版の学
習指導要領は，３年・４年が中学年として一くく
りに提示されているため，学校によって違いはあ
るものの，３年生は足立区内，４年生は足立区内
に加えて区外にある施設への社会科見学が計画さ
れている．学習対象地域の範囲が県（都）に広
がっていることにもよる．
☆U小学校４年担任（男性教員）
・社会科で東京都の学習，ごみ処理，水のゆくえ
の学習を行うため，コースとして，家に水がく
るまでを「水の科学館」，水を使ってからを
「虹の下水道館」で学び，ごみ処理について
「中央防波堤」，車窓観察で東京都の街並みを見
学するコースを組んだ．
・事前に教科書・副読本を用いて概要を学習し，
事後に新聞づくりを行った．
☆OK小学校
・新江東清掃工場…「ごみのゆくえ」の単元の学
習の一環として，家庭からのごみがどのように
処理されているか，また家庭での削減法，必要
性について学ぶ．
・荒川知水資料館…「荒川をつくる」の学習にお
いて，現在の状況，生物について，解説を踏ま
えて学習する．
c．５年生
３・４年生の学習について，学習指導要領（平
成20年版）は観察，調査，見学など直接経験を
重視した学び方を示している．５年生の学習でも
「食糧生産」「工業生産」「情報産業」などほとん
どの単元で，「調査したり」の文言が見られるも
のの，「地図や地球儀，資料を活用したりして」
調べる学習が増えてくる．しかしながら，各学校
とも「社会科見学」を取り入れてカリキュラムを
構成している．工業生産の学習では自動車工場，
製鉄所，食品工場に，情報産業の学習ではNHK
や新聞社見学が実施されている．
☆K小学校　５年生担任（女性教員）
テーマ「工業生産の様子を見に行こう」
・飛行機整備工場に行き，仕事の様子を体験する
・カップヌードルミュージアムに行き，見学体験
する
☆T小学校　５年担任（女性教員）
テーマ「工業生産とわたしたち」
・JFEスチール，ANA整備工場の見学
d．６年生
６年生の社会科は歴史，政治単元である．ほと
んどの学校で社会科見学を実施していて，その中
心は国会議事堂の見学である．
☆SG小学校担任（男性教員）
テーマ　日本の政治
・参議院体験プログラム…議員が議事を運営し，
議案の提出から決定までのプロセスを学ぶ．
☆NI小学校　６年担任（男性教員）
テーマ　政治学習や歴史学習を活用した体験的
な見学
・昭和館…①学芸員による資料展示の説明，②自
由プログラム，③当時の様子をビデオで学習
・国会…参議院特別体験プログラム，国会見学
☆SH小学校　６年担任（男性教員）
テーマ　日本の歴史的建造物から学ぶ．日本の
政治のしくみを知る．
・国会議事堂衆議院本会議室を実際に見学し，国
の立法機関としてのしくみに興味を持つ．
・皇居東御苑を散策し，江戸城本丸跡などを見学
することで当時の勢力に思いを馳せる．
・昭和館の見学を通して，戦前・戦中・戦後の様
子について理解を深める．
・高等裁判所にて模擬裁判を体験することによ
り，日本の司法機関としてのしくみに興味を持
つ．
３．特別活動での取り組み
１）遠足
特別活動（遠足・集団宿泊行事）の一環とし
て，日本の学校では伝統的に行われている学校行
事であるが，その実施方法は各学校の独自性が顕
著である．実施校が少なく出ているのは，アン
ケートへの回答に「遠足」を入れるべきか迷われ
た先生が多かったと推測される．
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・１・２年生合同遠足…上野動物公園，葛西臨海
公園など生活科見学と同じ場所も見られる．
・低学年，中学年，高学年単位での遠足
・全校遠足…たて割り班活動など
２）宿泊行事
足立区では５年生の鋸南自然教室，６年生の日
光自然教室と共通の移動教室（宿泊行事）を実施
している．特別活動（遠足・集団宿泊的行事）の
目的である「平素と異なる環境，見聞を広める，
集団生活の在り方，望ましい体験活動」にそって
各校が内容を工夫するとともに，教科・総合的な
学習の時間などとの関連も考慮されている．
☆T小学校…鋸南自然教室　
マザー牧場，新日鉄住金，鋸山，収穫体験
☆I小学校…鋸南自然教室
鋸山ハイク，地引網体験
☆SH小学校　６年担任（男性教員）
日光自然教室…教師と児童とが学園での規律あ
る集団生活をともにし，日光の自然や文化遺産，
地域社会の事物・事象にふれて学習体験及び生活
体験を積むことにより，本校の教育目標の達成に
寄与する．
主な活動：鱒つかみ，日光彫，戦場ヶ原ハイキン
グ，日光東照宮見学．
☆O小学校　６年担任
日光自然教室…①戦場ヶ原・自然観察，②湯の
湖・源泉調査，③東照宮見学・
大谷石見学，④日光彫体験
４．その他
１）キャリア教育
☆K小学校…４年担任（男性教員）
社会科見学の位置づけの中でキッザニア東京を
見学，仕事体験を通して，社会のしくみやキャリ
アについての考え方を学ぶ
☆OY小学校…６年担任（男性教員）
テーマ：いろいろな職業を体験しよう
・総合的な学習の時間に位置づけ，キッザニアで
職業体験をする．事前・事後学習を行う．
２）プラネタリウム見学…４年生
理科の学習…足立区内にあるギャラクシティー
にて，「夏の星座と月」「星空のひみつ」等のテー
マでプラネタリウムを見学
３）地域安全マップづくり
学年は３年生，４年生，５年生と定まっていな
いが，７校で実施されている．児童が学区域を調
査し，安全マップを作成す学習．見学，体験，観
察が中心の小学校の校外学習の中で，野外調査を
行う学習は特筆される．
☆S小学校　５年担任（男性教員）
自己の安全を守るために「だれからも見えやす
くだれでも入りやすい」を視点として学区域を回
る．安全・危険な場所を見極める力を養う．
４）鑑賞教室
５年生，６年生を中心に実施されている．６年
生はオーケストラ鑑賞11校，演劇教室など７校
と多くの学校が実施している．
５）清掃活動
アンケートに回答された学校は，学校独自の活
動として地域の清掃活動を全校活動として実施し
ているのが特徴と言える．
Ⅲ　校外学習に対する教員の意識
表２で小学校では，校外学習が全学年でしかも
多様な形で実施されていることが分かった．Ⅲ章
では，校外学習の実施主体である教員の意識を
探ってみたい．アンケートは，先行研究との関連
を意識して遠足や移動教室などの学校行事として
の校外学習を除いた校外学習（観察・調査・見
学），言わば教科等に関連した校外学習に絞って
意見を聞いた．
１．校外学習の学習上の効果と課題
＜質問１＞　校外学習（観察・調査・見学など）
が児童に与える学習効果について，ご自分の考え
に近いものを二つまで選んでください．
１．児童の興味・関心を引き起こし，学習活動が
活発化する
２．五感を働かせて学ぶことができ，学習対象に
対して児童の理解が進む可能性がある
３．児童がテーマを持ち，主体的に学ぼうとする
力がつく可能性がある
４．事前学習，校外での直接体験，事後の教室で
のまとめ学習などとの組み合わせで，児童に学
び方を学ばせることができる可能性がある
５．児童は一時的に興味・関心を示すものの，学
習対象が拡散し，表面的な学びとなりやすい
６．事前の準備や直接観察，まとめに時間がかか
り，時間数をかけた割には学習効果に疑問が残
る
７．その他
＜質問２＞　校外学習（観察・調査・見学など）
村野　芳男
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実施上の課題（困難な点）と思われることがあり
ましたら，次から選んでください（複数回答可）．
１．観察・調査・見学などは時間がかかるので何
度も行うのは困難である
２．観察・調査・見学などは校務分掌などで忙し
く準備する時間が少ない
３．小規模校などで（安全確保のための）教員の
配当が難しい
４．野外観察や野外調査などのやり方が分からな
い
５．児童を校外へ出す活動は，安全上の配慮など
克服すべき課題が多い
６．児童を校外へ出す活動は，児童の掌握が難し
い上に，教育上の効果に疑問がある
７．その他
図１を見ると，ほとんどの教員が観察・調査・
見学などの校外学習には肯定的である．「児童の
興味・関心を引き起こし，学習活動が活発化す
る」が１番多く支持されている．さらに，直接観
察・体験による学習は「見て，聞いて，触れて」
など「五感を働かせて学ぶこと」ができ「学習対
象へ児童の理解が進む」ことも現場の教師の実感
であろう．こうした点は，多くの先行研究者から
指摘されている（井田他1992，宮本2009）こと
であり，学習指導要領は社会科の学習の仕方とし
て具体的に指示している（文科省2008,2017）．
このように学習効果が認められる校外学習（観
察・調査・見学）を実施するうえでの課題につい
て教員の意識を質問した結果を図２に示した．図
２を見ると，「時間がかかるので何度も行うのは，
困難である（36名），安全上の配慮など克服すべ
き課題が多い（25名），多忙で準備する時間がな
い（14名）が上位を占めている．このアンケー
ト項目は（宮本2009）を小学校の実態に合わせ
て修正したものを使用した．宮本の調査は中学校
の社会科担当教員へのものである．宮本によれば
「事前の準備（29名），実施に関わる時間の確保
の困難さ（82名）…95人中複数回答」など「時間
のなさ」が圧倒的に多い．また，「生徒指導上，
生徒を校外に出すことは困難」を25名が指摘し
ており，「安全の配慮など克服すべき課題が多い
25名」と共通した課題を指摘している．図２「そ
の他の課題」として，バスの借り上げなど交通費
が高い，高学年の見学場所の予約が難しいなどの
指摘は，事実上，学習指導要領で校外学習を義務
付けている小学校ならでは課題であろう．
一方，「野外観察や野外調査のやり方が分から
ない」の指摘は３名と少ない．この点も宮本の先
行研究（４名）と同様の傾向である．ただ宮本は
「どんな状況が整えば実施できるか」とも質問し
ている．「準備時間の確保や実施できる時間の確
保」が多数を占めるのは当然であるが，次いで，
「手軽に野外調査が実施できる方法」「野外調査の
やり方が分かるような研修」など野外調査のノウ
ハウに関するものが多かったと指摘している．先
述したように「野外調査の方法が分からない（４
名）」の指摘が少ないにも関わらず，野外調査の
方法や手順に対して不安を抱える教員が多いこと
を指摘している．小学校の教員はどのようにとら
えているのであろうか．この点について次節で考
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図１　校外学習の学習効果（二つまで選択可）
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図２　観察・調査・見学の実施上の課題（複数選択可）
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察する．
２．校外学習に関する教員の学習履歴・研修
宮本の研究は，「中学校社会科地理的分野の
『身近な地域』に関する教員の意識」についてで
あり，「野外（地域）調査」に対する意識である．
一方，小学校の校外学習は，社会科であっても観
察・見学・体験が中心で「調査」を正面には据え
ていない（2017年版の学習指導要領では「調査」
の文言が頻出するがその意味するところは，観
察・見学・体験をと考えられる）ので安易な比較
は慎まねばならないが，校外学習の企画・立案・
実施は担任教員であり，教員の学びの履歴や研修
会への参加状況を知ることは，教員の養成・研修
の在り方に対して示唆を得ることができるのでな
いだろうか．
図３を見ると，地理学の講義，教科教育法，社
会科・生活科関連科目で履修したが32名，履修
していない，覚えていないの24名を上回ってい
る．また，図４を見ると教員になってからの地域
調査に関する研修会に参加したことがあるが23
名で参加したことがないの30名を下回っている．
宮本の調査では，選択肢が「履修した・しない・
覚えていない」の３択ではあるが，大学で履修し
たのは約15％にとどまっている．さらに，教員
になってからの研修会での地域調査の経験では参
加51名に対して不参加が74名と参加を上回って
いる．このことから宮本は，「本調査における教
員の地域調査の経験は，大学で約15％，教員に
なってからも半分に満たない（宮本2009，p３）」
と報告している．今回の筆者の調査では大学での
学習履歴では履修したが履修しないを上回ってい
て，宮本の調査とは異なる結果となっている．教
員になってからの地域調査に関する研修会参加の
有無は宮本の調査とほぼ同じ結果であった．さら
に，今回の調査では教員になって，巡検（地域見
学・観察）などにより，地域の実態を学ぶ機会が
あったかと質問してみた．図５を見ると，教育委
員会主催の巡検等に参加（28名），自主的サーク
ルで行う巡検等に参加（８名）の合計が，参加し
たことはない（16名）を２倍以上上回っている．
「地域調査法」の研修経験についての質問では先
行研究とほぼ同じ結果となったが，今回の「巡検
（地域見学・観察）参加」などによる「地域の実
態を学ぶ」機会という事では，多くの教員が参加
していた．教員になってから地域の実態を学ぶ機
会を持つことは，充実した校外学習にするという
観点からはとても重要なことであり評価できる結
果である．
アンケートでは「その他」として，
①学習に必要な範囲を自身で巡った（30代女性）
②地域の実態に詳しい教員の助言により，自主的
に観察に行った（20代男性）
③学習の下見として事前に調査した（30代女性）
④私的な活動として，社会科授業の充実のため
に，自主的に研鑚した（50代男性）
図３　大学での野外（地域）調査法等の履修
図４　教員になってからの地域調査に関する研修会
参加の有無
図５　教員になってからの地域の実態を学ぶ経験
村野　芳男
16
⑤自分で地域をまわった（30代男性）
⑥図書館の本で地域について調べた（20代女性）
などの記述が見られた．比較的若い教員に多
く，校外学習に対する前向きな姿勢を感じる．公
的・私的な研修会への参加状況も含めて，教員の
取り組みの一端が見える．
３．これからの校外学習の進め方
アンケートの締めくくりとして，以下のような
質問をした（自由記述）．
＜質問３＞　昨年３月に発表された新学習指導要
領では，授業改善の方向（実践課題）として「主
体的・対話的で深い学び」が採用されています．
このことに関して，校外学習（地域調査・観察・
見学・体験等）をどのように進めていけば良いと
お考えですか．
①目的（何のために何をしなければならないか）
をはっきりとさせることが大切．そしてその目
的達成のために必要なこと（知識を含む）は教
え込む．そうすることで見学や調査が有意義な
ものなる．そこから疑問が生まれ，それを解決
（調査）するために話し合い，もう一度校外学
習を行うというやり方もあると思う．
②児童の興味，関心から課題を立てさせ，それぞ
れの児童が目的を持って見学等に臨めるように
させたい．
③ただ仕事ぶりを見てくるだけでなく，働いてい
る人にたくさん話を聞く（どのような思い，ど
んな工夫・苦労があるのか）．そこからまた，
次の課題を見出す（大人になったとき自分はど
んな仕事につきたいのか，どんな社会貢献をす
るのか等）．
④地域の方や施設の方へのインタビュー活動を通
して，自分の課題を解決してゆく．校外学習で
学んだことをもとに友達と対話し，知識や考え
を深めていく．
⑤見学により特に中学年では「社会事象の見方・
考え方」を働かせた問題の追及，解決が行える
と考える．
⑥学習課題に対して，設定から解決までを児童自
らが主体的に取り組み，校内外で対話する機会
をつくり，学び合うことを大切に進めていきた
い．
⑦安全に配慮しながらも，自分で立てた計画に
そって，自分の足で見学し調べた学習を行う．
⑧校外学習を学習のどこに位置づけるかをよく考
えるべきだとと思う（学習の動機づけなのか，
深める段階なのか）．
⑨校外学習のめあてが子どもの「願いや思い」と
結びついていることが大切．単に活動したこと
が「楽しい」だけで終わらないようにする．
⑩校外学習を行う前に出合わせたい社会的事象に
対する「問い」を児童に持たせてから調べ学習
（見学等）⇒まとめへと進める．見学で見せる
資料等のどこを見せるのか，どのように考えを
働かせたいのか，「見方・考え方」を教師側が
しっかり持ち，学習計画を考えていくことが子
どもの「主体的・対話的で深い学び」を保障す
ることになる．
⑪事前指導（何のために行くのか，何を学ぶの
か）をしっかりして目的意識を持たせること
と，事後指導（何を学べたか，新発見は何か）
を目に見える形で実感を持てるようにさせなけ
ればいけない．
⑫・一人一人が学習課題を設定し，事前学習にお
いて学習過程の見通しを持つとともに意欲を
高める．
　・学習課題（個人やグループ）の解決に向け
て，校外学習の場で様々な感覚から得た情報
を記録・記憶する．同時に，新たな疑問や課
題に対しての調べを進めていく．
　・事後学習において，「情報共有→全体での共
通理解」へと学習の広がり・深まりがあるよ
うに，話し合いや意見交換の場（言語活動）
を設定する．
⑬課題把握時，追究時，振り返り時それぞれの段
階で，書くこと，話し合うことを重視し，学習
を客観視させる．
⑭校外学習は児童にとって教室内での学びを深め
る機会としていく．そこに見学していく必要感
を持たせる授業構成にすることで，自然と主体
的・対話的な学びになると考える．
⑮主体的に学ぶためには，めあて目的をしっかり
とつかませるよう進めて行くことが大切．対話
的…語彙力・コミュニケーション力が必要．
⑯児童の実体験や経験をいかにして深い学びとし
て落とし込んでいくか模索中です．
⑰見学・体験したことを新聞や作文にまとめ，そ
の内容に自分の考えをしっかり形として残す．
目に見える形になったものをグループ学習や発
表会等において，自分の言葉や声で表現する機
会を計画する．
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⑱実感を伴った理解や実物との出会いによる意欲
の高まりを通して，話し合ったり深く考えたり
することができる．
⑲教科と多様に関連付ける．社会科で内容を学
び，総合で体験し，国語でまとめるなど，質を
高めるよう各教員が工夫する．資料に残し引き
継ぐ．
⑳社会科や生活科で学んだ知識を具体的に活用す
る場面として校外学習が必要となってくると考
える．学んだ知識を深める場面として校外学習
が活用されたり，実際に調べに行ける環境を整
えることが，子どもたちの主体的な活動につな
がる．
今回の学習指導要領改訂にあたって，小学校社
会科の改善事項の一つに「社会との関わりを意識
して学習の問題を追究・解決する学習の充実を図
り，学習過程において『主体的・対話的で深い学
び』が実現するよう指導方法の不断の見直し，改
善を図る（文科省2017，p10）」とある．これを
受けて，小学校社会科の各学年の目標において
「学習の問題を追究・解決する活動」と表記して
いる．さらに，内容においても共通のリード文と
して「学習の問題を追究・解決する活動を通し
て」を表記している．「学習の問題を追究・解決
する活動」とはとりもなおさず，問題解決的学習
を意味する．小学校社会科ではこれまでも課題解
決的な学習が展開されてきたが，さらに学びの質
を高め，「主体的・対話的で深い学び」を実現す
ることが求められている．こうした文脈のもと
で，実際に指導に当たっている教員は，「主体
的・対話的で深い学び」と校外学習をどのように
とらえて実践しようとしているのか，アンケート
の回答から見てゆきたい．なお，三つの学びのそ
れぞれが相互に関連しあって学びの質を高めるこ
とが重要であるが，便宜的に分けて分析する．
「主体的な学び」について
「興味・関心から課題を立てさせ目的意識を
持って見学等に臨ませる…②」，「学習のめあてが
子どもの『願いや思い』と結びついていることが
大切．単に活動したことが『楽しい』だけで終わ
らないようにする…⑨」など「めあて．目的を
しっかりつかませる…⑮」ことを重視しているこ
とが読み取れる．校外学習は児童の興味・関心を
引き起こす点で有効であるが，それを児童が自分
の目的と感じさせる教師の指導が必要である．ま
た，「事前学習において学習過程での見通しを持
つ（下線は筆者）…⑫」，「自分で立てた計画に
そって，自分の足で見学し調べた（下線は筆者）
学習を行う…⑦」ことも重要なポイントである，
さらに，「そこから疑問が生まれ，それを解決
（調査）するために話し合い，もう一度校外学習
を行うというやり方もあると思う…①」，「ただ仕
事ぶりを見てくるだけでなく，働いている人にた
くさん話を聞く（どのような思い，どんな工夫・
苦労があるのか）そこからまた，次の課題を見出
す…③」，「新たな疑問や課題に対しての調べを進
めていく…⑫」などの意見も，主体的な学びを実
践するうえでポイントとなる．
「対話的な学び」について
「地域の方や施設の方へのインタビュー活動を
通して，自分の課題を解決してゆく．校外学習で
学んだことをもとに友達と対話し，知識や考えを
深めていく…④」．「学習課題に対して，設定から
解決までを児童自らが主体的に取り組み，校内外
で対話する機会をつくり，学び合うことを大切に
進めていきたい…⑥」．「課題把握時，追究時，振
り返り時それぞれの段階で，書くこと，話し合う
ことを重視し，学習を客観視させる…⑬」．「校外
学習は児童にとって教室内での学びを深める機会
としていく．そこに見学していく必要感を持たせ
る授業構成にすることで，自然と主体的・対話的
な学びになると考える…⑭」．「実感を伴った理解
や実物との出会いによる意欲の高まりを通して話
し合ったり深く考えたりすることができる…⑱」
など校外学習の指導過程で「対話的な学び」がで
き，充実した学習活動になる可能性を指摘してい
る．
「深い学び」について
「事後学習において，『情報共有→全体での共通
理解』へと学習の広がり・深まりがあるように，
話し合いや意見交換の場（言語活動）を設定する
…⑫」．
「見学・体験したことを新聞や作文にまとめ，
その内容に自分の考えをしっかり形として残す．
目に見える形になったものをグループ学習や発表
会等において，自分の言葉や声で表現する機会を
計画する⑰」．「校外学習を行う前に出合わせたい
社会的事象に対する「問い」を児童に持たせてか
ら調べ学習（見学等）⇒まとめへと進める⑩」．
「見学で見せる資料等のどこを見せるのか，どの
ように考えを働かせたいのか，『見方・考え方』
村野　芳男
18
を教師側がしっかり持ち，学習計画を考えていく
ことが子どもの『主体的・対話的で深い学び』を
保障することになる…⑩」．
さらに次のような指摘は今後の校外学習の在り
方の示唆となると考える．「教科と多様に関連付
ける．社会科で内容を学び，総合で体験し，国語
でまとめるなど，質を高めるよう各教員が工夫す
ること．それを資料に残し引き継ぐ⑲」．また，
「社会科や生活科で学んだ知識を具体的に活用す
る場面として校外学習が必要となってくると考え
る．学んだ知識を深める場面として校外学習が活
用されたり，実際に調べに行ける環境を整えるこ
とが，子どもたちの主体的な活動につながる…
⑳．」のように校外学習をイベント的，一過性の
学習に終わらせず，教育課程全体に位置ける（カ
リキュラムマネジメントを行う）ことが重要とな
る．
今後，各学校，各教員が「主体的・対話的で深
い学び」の内実を確かにする研修を深め，校外学
習を実践していく過程において，その方向性を示
す示唆に富む意見が多く見られた．
Ⅳ．終わりに　
本稿は，小学校で行われている校外学習の実際
とそれを支え実践している教員の意識について，
足立区内の小学校へのアンケートをもとに考察し
てきた．
その結果を以下のように整理した．
①小学校での校外学習は，各学年で実施されてお
り，教科等，特別活動，その他に類型化でき
る．
②教科等では，学習指導要領に示された内容に関
連して見学・観察・体験する内容が多く，生活
科・社会科を中心に組まれている．
③観察・見学・調査などの校外学習に対して，教
員は肯定的にとらえている．
④校外学習を実施する上での課題として，「実施
にも準備にも時間がかる」，「児童の安全確保な
ど克服する課題が多い」の指摘が多く見られ
る．先行研究の結果とも一致している．
⑤野外（地域）調査法などに対する教員の学習履
歴では，大学では履修者が未履修者を上回って
いるが，教員になってからの地域調査に関する
研修会への参加は不参加が多いものの，地域調
査法の研修とは別に，巡検・見学・観察などに
よる地域の実態について学ぶ研修に参加してい
る教員は多い．
⑥新学習指導要領で示された授業改善の指針とし
ての「主体的・対話的で深い学び」と校外学習
との関わりについて多様な意見が見られ，今後
の実践に対して示唆に富む考えが示された．
④で示したように，野外観察・調査などの校外
学習の実施には多くの課題があることは今回の調
査でも確認された．そうした中でも，（足立区内
の）小学校では多様な校外学習が実施（①・②・
③）され，それを担う教員も③校外学習を肯定的
にとらえ，⑤地域の実態を学ぶ研修会への参加者
が不参加者を上回っている．また，⑥新学習指導
要領で示された，授業改善への糸口としての「主
体的・対話的で深い学び」と校外学習の関連付け
に多くの意見が寄せられ，今後の実践に向けての
研修の充実が期待される．
さらに，今回の学習指導要領の改訂ではカリ
キュラムマネジメントの必要性が強調されてい
る．小学校では，各学年で校外学習が実践されて
いる．この教育実践を支えているのは，教員一人
ひとりの研修充実に加え，学年や学校全体の研修
態勢の充実が支えになっているものと推察され
る．ただ，「バスを使った “工場見学” などの社
会科見学は，学年行事としての色彩が強く，“工
場見学” が見学先の都合で年間カリキュラムと一
致しないという状況は，もはや日常化している
（大澤2008）」状況にあって，見学活動を学習過
程に位置付けたものとするためには，学年担任団
の研修と協動により，見学日程を踏まえた単元計
画の作成・修正が必要になる．こうした研修態勢
をより確かなものにし，学校全体の実践力を底上
げする観点からもカリキュラムマネジメントの視
点からの研修の充実が求められることとなろう．
こうした観点からの学校の取り組み実態について
も今後の研究課題としたい．
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